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経
営
の
散
歩
道

〓
一
八
回

川
中
経
営
所
長
　
川
　
中
　
清
　
司

ソ
ン
タ
ム
国
王
と
繁
栄

山
田
長
政
の
実
力
を
評
価
し
て
貴

族
に
引
き
上
げ
た
の
は
、
ソ
ン
タ
ム

国
王
で
あ
る
。

王
は
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
の
第
二
十
一

代
目
口
で
、
父
王
以
来
、
シ
ャ
ム
の
国

政
を
安
定
さ
せ
外
国
と
の
交
易
を
盛

ん
に
し
、
と
り
わ
け
沸
教
の
興
隆
に

力
を
注
ぎ
、
文
学
も
栄
え
て
、
名
君

と
う
た
わ
れ
た
。

二
ハ
二
三
年
に
「
彿
足
石
」
が
発

臼
兄
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
祭
る
壮
大
な

寺
院
を
建
て
、
人
々
の
信
仰
を
深
め
、

宮
中
行
事
と
し
て
の
「
仏
足
石
参
り
」

の
伝
統
を
つ
く
っ
た
。

仏
陀
の
修
行
中
の
物
語
を
、
韻
文

形
式
で
説
い
た
「
マ
ハ
ー
チ
ャ
ー
ト
・

カ
ム
ル
ワ
ン
」
を
あ
ら
わ
し
た
。

仏
陀
が
悟
り
を
開
く
ま
で
の
姿
を
、

ボ
ー
デ
イ
サ
ッ
タ
（
菩
薩
）
と
か
大

士
と
い
い
、
タ
イ
の
寺
院
の
壁
画
や

彫
刻
に
は
、
よ
く
そ
の
物
語
が
描
か

れ
て
い
る
。

そ
の
物
語
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
五
四
七

話
」
の
中
で
、
最
後
の
一
番
長
い
逸

話
が
「
マ
ハ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
と
呼
ば

れ
、
十
口
く
か
ら
最
も
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
王
は
そ
れ
を
親
し
み
や
す
い
詩
の

形
に
し
て
普
及
を
は
か
っ
た
の
で
あ

る
。日
本
と
オ
ラ
ン
ダ
の
対
立

王
は
ア
ユ
タ
ヤ
に
外
国
人
の
居
留

地
や
商
館
の
設
置
を
認
め
た
の
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
人
達
は
こ
こ
を
中

継
地
に
し
て
各
国
と
の
交
易
を
広
げ

た
。オ
ラ
ン
ダ
は
、
一
九
〇
八
年
に
東

イ
ン
ド
会
社
の
商
館
を
設
け
、
綿
布

一
六
二
八
年
、
ソ
ン
タ
ム
王
は
三

十
八
才
の
若
さ
で
病
没
す
る
。

シ
ャ
ム
で
は
亡
き
王
の
弟
が
王
位

を
継
ぐ
習
わ
し
が
あ
っ
た
が
、
王
は

生
前
か
ら
、
長
田
刀
の
ジ
ュ
ッ
タ
ー
王

子
に
継
が
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、

死
に
臨
ん
で
も
ぞ
の
旨
を
言
い
残
し

た
。
　
王
に
忠
誠
を
誓
っ
た
長
政
は
、

そ
の
遺
志
を
守
っ
て
王
子
を
擁
立
す

る
が
、
亡
き
王
の
弟
の
シ
ー
シ
ン
鯛
桝

王
を
建
て
よ
う
と
す
る
一
派
と
激
し

く
対
立
し
て
内
乱
と
な
る
。

長
政
は
軍
を
率
い
て
こ
れ
を
鎮
圧

し
、
王
子
が
王
座
に
就
く
。

し
か
し
王
位
に
野
望
を
抱
い
て
い

た
宮
内
長
官
は
、
在
位
八
カ
月
の
若

タ

イ

小

紀

行
そ
の
4

を
獣
皮
や
コ
シ
ョ
ウ
と
交
換
し
、
中

国
や
日
本
に
売
り
さ
ば
い
て
大
き
な

利
益
を
あ
げ
て
い
た
。

し
か
し
王
は
、
日
本
と
の
交
流
に

力
を
注
ぎ
、
次
第
に
日
本
人
勢
力
が

強
ま
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
交
易
の
実

権
が
日
本
側
に
奪
わ
れ
、
両
者
の
確

執
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

王
の
使
節
は
、
〓
ハ
ニ
二
年
・
二

三
年
・
二
九
年
と
三
回
も
日
本
を
訪

れ
、
日
本
か
ら
は
、
一
九
〇
四
年
か

ら
三
六
年
ま
で
の
間
に
、
五
十
六
彼

の
ご
朱
印
船
が
シ
ャ
ム
に
渡
っ
て
い

る
。王
位
継
承
め
ぐ
る
内
乱

い
王
を
殺
害
し
て
政
権
を
奪
∴
お
う
と

す
る
。長
政
は
長
官
を
戒
め
て
、
摂
政
職

に
と
ど
ま
っ
て
第
二
王
子
に
王
位
を

継
が
せ
る
よ
う
説
得
す
る
が
、
長
官

は
野
心
を
捨
て
き
れ
な
い
。

六
昆
を
鎮
圧
し
て
王
に

そ
の
頃
、
マ
ラ
イ
半
島
の
中
央
部
・

南
タ
イ
の
要
地
で
あ
る
リ
ゴ
ー
ル

（
六
昆
）
に
反
乱
が
起
こ
る
。

一
六
二
九
年
（
血
見
永
六
）
、
長
政

は
そ
の
六
昆
の
王
に
封
ぜ
ら
れ
鎮
圧

に
お
も
む
く
。

善
戦
の
す
え
六
昆
を
平
定
し
た
長

政
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
か
ら
王
妹
や
数
人

の
美
女
を
は
じ
め
、
金
の
王
冠
や
数
々

の
財
宝
を
贈
ら
れ
る
。

し
か
し
、
勝
利
の
宴
臨
も
う
と
す

る
が
、
戦
で
負
傷
し
た
足
に
塗
っ
た

薬
に
毒
が
入
れ
ら
れ
て
い
た
た
め
、

数
時
間
の
苦
し
み
の
後
あ
え
な
く
一

命
を
落
と
す
。

日
本
人
町
の
消
滅

長
政
を
毒
殺
さ
せ
た
の
は
オ
ラ
ン

ダ
の
陰
謀
と
い
う
説
も
あ
る
。

日
本
と
シ
ャ
ム
の
直
貿
で
利
益
を

奪
わ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
そ
の

後
は
仲
介
貿
易
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴
み

勢
力
を
盛
り
返
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
バ
タ
ビ
ヤ
（
今
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

に
東
イ
ン
ド
会
社
の
拠
点
を
お
き
、

東
ア
ジ
ア
全
体
の
貿
易
の
実
権
を
に

ぎ
る
。長政
の
死
後
、
そ
の
死
因
が
は
っ

き
り
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
幕
府

の
態
度
が
硬
化
し
、
や
が
て
鎖
国
と

な
り
ご
朱
印
船
も
止
ま
る
。

日
本
人
町
は
急
速
に
荒
れ
果
て
て

い
き
、
十
七
世
紀
の
終
わ
り
に
は
完

全
に
消
滅
す
る
。

今
は
、
か
つ
て
の
日
本
人
町
は
公

園
に
な
っ
て
い
る
。
あ
た
り
一
帯
は

静
か
な
水
田
で
、
の
ど
か
な
タ
イ
の

農
村
の
真
ん
中
に
あ
る
。

公
園
の
中
に
は
日
泰
協
会
が
建
て

た
記
念
館
が
あ
り
、
剣
を
持
っ
て
立

つ
山
田
長
政
の
像
が
、
訪
れ
る
人
々

に
あ
り
し
日
の
盛
衰
を
語
り
か
け
て

い
る
。


